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1 はじめに
現在，Web上には画像があふれている．これらをキー

ワードから検索するためには，画像を予め，テキストに
よって索引付けする必要がある．従来法では altテキス
トなどを利用して索引付けを行っている．しかし，この
方法ではキーワードの語数が非常に限られているため，
多様な検索要求に対処できないという問題点が指摘され
ている．
ところで，HTML文書に画像が存在するとき，単独

で存在するのではなく，本文で説明を受けていることが
多い．したがって，本文中の説明文を画像に対応つける
ことができれば，索引が充実し，多様な要求にも対処で
きると考えられる．また，説明文を読むことで画像の内
容をより詳しく知ることができるという利点もある．
そこで本研究では，alt テキストを手がかりにして

HTML文書から画像の説明文を抽出する手法を提案す
る．提案手法は，統計的な指標を用いて altテキストと
文中の語の共起関係を求めることで，画像に深く関連す
る文を抽出できるという特徴がある．

2 画像の説明文の抽出手法
2つの語の共起関係を用いてキーワードを抽出する方

法として，χ2値を利用する手法 [1]がある．提案手法で
は [1]の手法を応用し，文中から画像の説明文を抽出す
る．ただし，処理の対象は英文とする．具体的な手順は
以下の通りである．

(1) 準備：HTMLを解析し，本文の抽出および，画像
の altテキストを抽出する．そして抽出した本文に
stemmingを行う．

(2) 理論確率の計算：altテキスト中の語 g ∈ Gと同
文中で共起する延べ総数 ng と本文の語の総数 ntotal

を調べ理論確率 pg = ng/ntotal を求める．
(3) χ2値の計算：本文中のすべての語 wについて，w

と g ∈ Gの共起頻度 freq(w, g)とwが出現する文の
総数 nw を求める．次に χ2値を以下の式で求める．

χ2(w) =
∑

g∈G

(freq(w，g) − nwpg)2

nwpg

−max
g∈G

(freq(w，g) − nwpg)2

nwpg

ただし，前置詞などの不要語 χ2値を 0にする．

図 1 処理例
(4) 説明文の抽出：各文に含まれている単語の χ2値の
和をとり，これを文のスコアとする．このスコアの
順に文をソートし最大値の 50％以上のすべての文を
説明文として抽出する．

3 実験とまとめ
2で提案した手法の性能を評価するため画像の説明文

の抽出実験を行った．実験対象はGoogleのテキスト検
索で「greenwich london sightseeing」を検索質問とした
際の上位 40件のWebページである．実験の評価には再
現率 R = |C|/|A|，精度 P = |C|/|B|,F 値 = 2RP

R+P を用
いた．ここで，|A|はWebページ内で画像を説明してい
る文の数，|B|は結果として得られた文の数，|C|は結
果として得られた正解文の数である．この実験では再現
率，精度，F 値の平均がそれぞれ，0.52，0.65，0.53と
いう結果を得た．実験の成功例と失敗例を図 1に示す．
図 1(b)のように altテキストに “london”などの頻出語
が入っている場合，誤抽出が多かった．また，図 1(a)の
ように誤抽出がない場合でも，キーワードが代名詞で表
されている文は未抽出だった．そこで，更なる F 値の
向上を目指して，今後は自然言語処理など他の手法と組
み合わせて利用することを考えたい．
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